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Azerbaijani Diplomacy and the Non-Aligned 






Azerbaijan, a land locked country in South Caucasia, gained independence in 1991 after 
the break-up of the USSR. It is surrounded by Russia, Iran, Armenia, Georgia, and Turkey and 
is compelled to depend on a balancing act in its diplomacy to protect its sovereignty and survive. 
In April 2018, it reiterated its intention to host the 2019 Summit of the Non-Aligned Movement 
(NAM) in Baku and take on the position of chairmanship of NAM for a 3-year term. It is to be 
noted that Azerbaijan took this decision at a time of heightened tensions in the region when the 
US unilaterally withdrew from the Joint Comprehensive Plan of Action, popularly known as 
the Iran nuclear deal. Azerbaijan has a border with northwestern Iran and has had a complicated 
relationship with it based on historical, ethnic, and religious ties. At the same time, Azerbaijan 
is the major supplier of oil to Israel, which is increasingly antagonistic to Iran. For the last 
decade, Israel and Iran have tried to gain Azerbaijan’s favor by offering arms or adjusting their 
diplomatic stance to take into account the geopolitical importance of Azerbaijan. Iran switched 
from its tacit support to Armenia on the Nagorno Karabakh conflict to a more sympathetic 
understanding of Azerbaijan’s position.  
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  The Nagorno Karabakh issue has been the focal point of security and sovereignty for Azerbaijan, which 
claims that Nagorno Karabakh and its neighboring areas have been occupied illegally by Armenia. Since 
the latter half of 2018, Israel has raised the level of military cooperation with Azerbaijan by supplying 
more advanced arms, such as drones, while Iran strengthened its military links with Azerbaijan by 
enhancing its military contacts and cooperation. For Azerbaijan, the simultaneous deepening of military 
cooperation with the two influential and mutually antagonistic regional powers—Israel and Iran—is not 
inconsistent because it seeks to upgrade its own military capacity. 
The NAM has not been given serious attention in the world politics since the end of the cold war. 
At the same time, the objective reality that the number of member states has increased cannot be denied. 
The purpose and definition of the NAM is still vague and allows member states to arrive at different 
versions of its objectives. The mediating capacity of the NAM to solve conflicts among the member states 
is, at best, marginal. However, the NAM is a forum where the participants—most of whom experienced 
colonial rule—can express strong or mild dissatisfaction with the present world regime, dominated by the 
West. In this sense, the role of NAM could be still flexible and effective under certain conditions in the 
fluid world political system. Azerbaijan utilizes the NAM to achieve a balance in its diplomatic relations 
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1 http://www.aec.go.jp/jicst/NC/iinkai/teirei/siryo2015/siryo29/siryo1.pdf（2018 年 12 月 25 日アクセ
ス） 
2 Parstoday.com April.5, 2018 
3 2016 年 9 月のベネズエラのポルラマルでの第 17 回首脳会議で 2019 年の第 18 回首脳会議の
開催国はアゼルバイジャンと予定されていたが、それを再確認したものである。 
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広さを考えれば十分理解できるものである。外相会議の直前の 3 月 30 日、アゼルバイ
ジャン外務省スポークスマンは、「我が国は非同盟運動（Non-Alignment Movement：
NAM）の精神と諸原則を支持している」とし、「第 18 回 NAM 首脳会議の主催国となり、
2019-2022 年 3 か年の議長国となる 4」と表明した。なお、第 18 回首脳会議は 2019 年 10
月 25 日、26 日にバクーで予定されている。 
冷戦崩壊以降、NAM は存在理由を失ったかのように一部で見られていた。しかし 1991
年 12 月のソ連崩壊時には加盟国は 102 か国であったのに対して、その後も増加を続け、























                                                        
4 https://www.azernews.az 30 March 2018 
5 非同盟主義は 1955 年のアジア・アフリカ会議（バンドン会議）を経て、インドのネルー首
相、ユーゴスラビアのティトー大統領、エジプトのナセル大統領などにより、1961 年にベオ
グラードで第 1 回非同盟諸国首脳会議の開催に結びついた。 
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アゼルバイジャンの人口は 2018 年で約 990 万人と推定される。人口の 9 割強がチュル
ク系のアゼリー人であり、多数派はイランと同じシーア派 12 イマーム派のムスリムであ
る 9。それ以外に、コーカサスの複雑な歴史を背景にして多様な少数民族が混在している。









ルメニア人の流血の衝突が起き、急速に事態は悪化していった。1989 年末から 1990 年 1
月にかけてバクーで対アルメニア人ポグロムが起き、アルメニア人保護のために出動し
                                                        
6 サファービー・ペルシャ期にはハン王国（1747–1828）があり、ソ連時代にはアゼルバイ
ジャン内の社会主義自治共和国(1921-1990)であった。 
7 廣瀬陽子『コーカサス 国際関係の十字路』集英社新書、2008 年、50 ページ 
8 「ナゴルノ・カラバフ」は高地カラバフの意味でロシア語から。アザルバイジャン語では
「ダグルフ・ガラバグ」。 
9 日本外務省データ https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/azerbaijan/data.html（2019 年 3 月 1 日ア
クセス） 
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10 https://m.jpost.com Sep.13,2018 
11 ナゴルノ・カラバフ紛争の経緯については、広瀬陽子「ナゴルノ・カラバフ紛争」、広瀬陽
子編著『アゼルバイジャンを知るための６７章』明石書店、2018年、150-154㌻など参照。 
12 著者の 2003 年 5 月、バクーでのハザラ・コミュニティーの聞き取りから。 
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 1994 年 5 月 12 日にロシア及び OSCE（欧州安保協力機構）の仲介により停戦が合意さ
れた。その後も OSCE のミンスク・グループといわれる米・仏・露の仲介により和平の
努力が続けられているが，しばしばアルメニア・アゼルバイジャン間の軍事衝突が起き、




                                                        
13 BTC はバクー（Baku）、ジョージアのトビリシ（Tbilisi）、トルコのジェイハン（Ceyhan）
の頭文字をとったもので 2006 年に開通している。BP などの国際コンソーシアムで敷設さ
れた。 
14 https://www.tap-ag.com/the-pipeline/the-big-picture/southern-gas-corridor 
15 http://www.nkrusa.org/ （2018 年 12 月 25 日アクセス） 
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ニア）がその後、NATO に加盟した。しかし旧ソ連構成共和国のなかで NATO の加盟国
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ンが 2011 年に非同盟諸国会議への参加が認められたのも、NATO 加盟国ではないという
ことが当然考慮されたものである。 







でアゼルバイジャンは穏健路線を代表していた。ウズベキスタンが 1995 年から 2005 年
まで参加し 5 か国で GUUAM と称した時期があった。2006 年 5 月、キエフで GUAM は
「民主主義と経済発展のための機構 GUAM OEDE（GUAM Organization for Democracy 
and Economic Development）」となった 16。組織の性格は経済協力を前面に出したものに
変わりつつある。現在、トルコとラトビアがオブザーバーとして参加している。他方、














力関係を一層強化される契機となったのは、1997 年 8 月のネタニヤフ首相のバクー訪問
であった。イスラエルはアゼルバイジャン軍の近代化に協力するなかで砲撃、対戦車な
                                                        
16 https:// www. guam-organization.org  （2019 年 1 月 15 日アクセス） 
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月 30 日の 3 国第 6 回外相会議がイスタンブルで行われ、「イスタンブル宣言」が出され
た。そこでは「平和 5 原則」に基づく、ナゴルノ・カラバフ問題の解決の必要性が強調












第５節 カスピ海合意の意味  
 
2018 年 5 月以降、米国の対イラン制裁が発動されるなかで、アゼルバイジャン周辺の
情勢変化で注目されるのは、過去 20 年以上にわたり沿岸 5 カ国（ロシア、イラン、カザ
フスタン、トルクメニスタン、アゼルバイジャン）の間で係争問題であったカスピ海の
法的地位に関する合意が成立したことである。2018 年 8月 12 日にカザフスタンのアクタ
                                                        
17 Parstoday.com. news. iran-141149 （ 2018 年 12 月 31 日アクセス） 
18 https://www.trtworld.com （2019 年 3 月 1 日アクセス） 
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19 https: reuters.com august 12, world news 
20 同法は 1982年 4月 30日に調印され、1994年 11月 16日に発効した。なお、同法には「海」
の定義がない。 
21 https://www.bbc.com Oct.7, 2015 
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にアルメニア・ロビーの圧力の下で、自由支援法（Freedom for Russia and Emerging 













                                                        
22 https://www.congress. gov H.R.4547 （2019 年 1 月 15 日アクセス） 
23 廣瀬陽子、前掲書、66-67 ページ 
24 www.spglobal.com, Dec.17,2018 
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ンのシャーデニス・ガス田であるが、SGC は欧州委員会のイニシャチブによるもので年
間 160 億立米のガス輸送を目標としている。このガス田は主として BP(英国石油)の事業


























有力な輸出先として有望である 26。現に 2017 年のイスラエルの兵器輸出先ではインド、
ベトナムに次ぐ第 3 位の市場で 1 億 3700 万ドルであった。イスラエル製の高性能のド
ローン（無人攻撃機）に対する需要は強い。アゼルバイジャンはまた、イスラエルのス
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27 Jerusalem Post, Jan.11, 2019 
28 Arye Gut, Israel, Azerbaijan strengthen and expand strategic partnership, https://m.jpost.com Jan.21, 
2019 
29 Ibid. 
30 https://www.azernews.az 17 Jan. 2019 
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構想に刺激を与えているが、アゼルバイジャンはその動きに注目している。2018 年 3 月
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32 http://www.eco.int/ （2018 年 12 月 15 日参照）  
33 http://www.eco.int 
34 proved_project_summary_anatolian_natural_gas_pipeline.pdf 
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を終えたとする見方が一部には生まれたが、非同盟運動とその組織は生き延び、先に述
べたように 2018 年 4 月現在、アジア・アフリカさらにラテン・アメリカなどを中心に約



















動は NGO などと課題を共有する可能性も徐々に拡大している。 
同時に検討すべきは、非同盟運動の創設時の目的・理念と現段階の運動は異なったの
であろうかという問題である。その点で注目すべきは 1961 年 6 月の第一回非同盟諸国会









                                                        
35 https://www.nti.org/learn/treaties-and-regimes/non-aligned-movement-nam/ 
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トルコは NATO 加盟国であり、非同盟運動の加盟条件を満たしていない。 
旧ソ連構成国で非同盟運動に加盟しているのは 4 か国で、ウズベキスタン(1992 年)の
ほか、トルクメニスタンが独立直後に永世中立国の地位を国連に認められており、非同
盟運動にも参加している。アゼルバイジャンは 2011 年のインドネシアのバリの非同盟運




                                                        
36 岡倉古志郎・土生長穂編訳［非同盟運動基本文献集］新日本出版社 1979、22 ページ 
37 https://www.worlddata.info/alliances/non-aligned-movement. （2018 年 12 月 15 日参照） 
38 http://mfa.gov.by/en/organizations/membership/list/d864553c380d0bc8.html （2018年 12月 15日
アクセス） 
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39https://www.nlb.by/en/news/Book-exhibitions/the-non-aligned-movement-and-belarus_163123/ 
 （2018 年 12 月 15 日アクセス） 
40 https://mfa.gov.by （2019 年 1 月 15 日アクセス） 
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あるいは対イスラエルのものではないという立場である。これは地域大国に挟まれた
「小国」の立ち位置を反映するものである。 
現時点の非同盟運動の議長はベネズエラのマドゥロ大統領であり、それ以前の 2012 年
から 2016 年まではイランのロウハーニー大統領であった。それ以前は、エジプト、
キューバ、マレーシア、南アフリカ、ユーゴスラビア、インド、インドネシア、スリラ
ンカ、ジンバベなどであった。米国に対して厳しい姿勢をとる国が少なくなかったが、
例外もある。2019 年にアゼルバイジャンが議長国を引き継ぐとすれば、親米欧的性格も
併せ持つ性格の議長国となろう。また旧ソ連圏諸国のなかで最初に議長国を務めること
になり、非同盟運動に新たな意義づけを与える可能性を持つことになろう。 
なお、本稿で非同盟運動にやや詳しく触れたのは、この動きが国際政治の主要なアク
ターとなったという主張をする意図ではない。しかし、現段階のような極めて流動的か
つ不透明な国際情勢の展開のなかで、「小国」が外交上の選択肢を模索する際、動員し
ようとする選択肢の一つであり、米国の「アメリカ・ファースト」を主張するなかで、
相対的に弱い立場にある多くの非同盟諸国加盟国が集団として利益を守る上で、影響力
という点で可能性を含む運動の一形態として、考慮に入れる必要があるということであ
る。国際情勢も極めて流動的段階に入ってきた現在、柔軟な思考で多様な選択肢を見る
視点が必要とされている。 
